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　北海道開発協会では、令和 ４ 年度より公益事業として「人口減少時代の地域政策に関する調査」を
実施して参りました。将来にわたって公共施設の更新や住民の生活関連サービスの享受にかかる課題
など道内の小規模自治体の持続可能性について、北海道大学 山崎 幹根・宇野 二朗 両教授と共に調査
を行っています。
　この度、今後の自治体の取り組みの参考となるよう、調査報告会を下記により実施いたします。年
末のお忙しい時期ではありますが、ご参加いただければ幸いです。なお、報告会は北海道大学公共政
策大学院の「公共経営事例研究」の一環として行います。

◎　12月20日（金）14:45～18:00 　　
　　「人口減少時代の地域政策に関する調査報告」
　　　北海道大学 大学院公共政策学連携研究部　教授　宇野　二朗
　　　北海道大学 大学院公共政策学連携研究部　教授　山崎　幹根
　　「自治体広域連携の現状と課題」
　　　東神楽町長　山本　進

◎　12月27日（金）16:30～18:00
　

　　「高校を核とした地域づくりの現状と課題」
　　　北海道大学　広報・社会連携本部　社会連携部門准教授　中村　健吾

◎　場 所 　※両日とも同場
　　北海道大学
　　　人文・社会科学総合教育研究棟

１ 階　Ｗ104

　　札幌市北区北10条西 ７ 丁目

◎　申し込み
　

参加は無料ですが、12月15日までに次より申し込みをお願いします。
https://questant.jp/q/JIREI

記

お知らせ❶

（一財）北海道開発協会
「人口減少時代の地域政策に関する調査研究」調査報告会のご案内


